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東京ベイサイドクラブ・チャーターナイトが開催されました。
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9月20日（土）、東京ベイサイドクラブのチャーターナイトが東京YMCA東陽町センターにて開催され多くの参加者が16名のメンバーからなる新たなクラブの門出を祝いました。東日本区としては2011年5月の仙台広瀬川クラブ以来のチャーターナイトです。

ここに至るまでのスポンサークラブの東京江東クラブ、東京ひがしクラブの皆さんそして新クラブの皆さんのご努力を称えます。
以下は設立準備委員会委員長の金丸満雄さん（東京ひがし）からの挨拶および設立経緯の報告です。

	来賓、東日本区役員の皆様始め133名の方々が見守る中、17時から入会式および国際協会加盟認証状伝達式が田中理事によって厳かに執り行われました。司式終了後、山崎江東区区長、廣田東京YMCA総主事、田中理事から祝辞をいただきました。祝会は、バイオリン二重奏の記念コンサートで始まり、乾杯の後は新クラブ誕生を祝い和やかに懇談が行われました。第18回東日本区大会、在京ワイズ新年会、アジア地域大会等のアピールが行われ、YMCAの歌でチャーターナイトは終了しました。

新クラブ設立にあたって、皆様のご支援に感謝申し上げます。

【設立経緯報告】

2011年4月江東区東雲に「しののめYMCAこども園」と東京YMCAが運営委託する江東区施設「グランチャ東雲」が同時にオープンしました。東雲地域にYMCAの諸活動を支えるワイズメンズクラブを、こども園を拠点とする新クラブを設立し、地域活動・コミュニティー活動等を展開したいと、こども園堀江園長とグランチャ東雲沖館長(当時)から強い希望がありました。また、東日本区会員活動－チャレンジ2000－に基づき、関東東部にも新クラブ設立の動きがありました。その意を受け継いで、2013年１月23日に東京江東・東京ひがし両クラブ合同によって、新クラブ設立に向けての準備会を開きました。そして同日、東京江東・東京ひがしの親子クラブがスポンサーとなり、新クラブ設立にむけ「設立準備委員会」が発足致しました。以後、しののめこども園を会場に2014年6月14日まで延べ10回の委員会を開催。第3回委員会には、相磯会員増強事業主任(当時)が激励に駆けつけてくれました。9月13日には、田中東日本区次期理事(当時)を講師に、メンバー候補者を招き「ワイズ理解」と題してワイズ説明会を行いました。第5回委員会では、クラブ名称・ロゴマークが決められ、第6回委員会では、クラブ3役・例会日・会費・活動目標が決められ着々と前進し、メンバーも目標の15名にもう少しのところまでになりました。また、新メンバーが参加しやすい曜日と時間から、近くの店で午前9時に開会し、モーニングコーヒーを飲みながら委員会を行う試みがなされました。第8回委員会にて、設立総会の日程と第17回東日本区大会出席が決定され、同時にクラブバナー作成も決定されました。相磯事業主任と村杉東京北会長の訪問もありました。第9回委員会では、藤井寛敏元国際会長を講師に「ワイズ活動と、新クラブに期待する事」をテーマに模擬例会を行いました。第10回委員会では、両スポンサークラブから新クラブ設立にあたっての支援金が贈呈されました。設立総会の最終打ち合わせと、チャーターナイトを9月20日(土)東陽町センターで行う事を決め設立準備委員会を終了しました。

6月28日東京YMCA東陽町センターで行われた設立総会には、80余名の方々が参加され盛況に新クラブ誕生をお祝いして頂きました。設立までに、スポンサークラブとして多大なご協力ご支援を頂いた東京江東・東京ひがし両クラブの皆さま、東日本区役員の皆さま、関東東部の皆さま、グランチャ東雲スタッフの皆さま、こども園スタッフと先生の皆さま、沖　利柯さん、これまでのご協力ご支援に深く感謝申し上げます。最後に、今回最大の功労者である堀江園長の日々努力の成果によって、新クラブが設立出来ましたことに心から感謝申し上げます。

東京ベイサイドワイズメンズクラブ設立準備委員会委員長　金丸満雄






モンゴル初のワイズメンズクラブ

東京武蔵野多摩クラブの共同スポンサーで誕生
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先月の東日本区ニュースでお伝えしたとおり、9月21日（日）に、モンゴル国初のワイズメンズクラブである「ウランバートルクラブ」のチャーターナイトが開催されました。国境、区を越えたエクステンション（Extension Beyond Border）は今期、国際協会としても重要施策のひとつであり、今回の取り組みは高く評価されています。
以下は現地に赴かれた東京武蔵野多摩クラブ宮内会長からの報告です。
	昨年新たに創立されたモンゴルYMCAをサポートすることを目的としたウランバートルクラブのチャーターナイトがウランバートルで9月21日に行われ、香港Tsim Sha Tsui Club(TST Club)と共にスポンサークラブとして当東京武蔵野多摩クラブから会長宮内、書記渡邉が出席しました。当日は海外から19名（ISG西村, IPE Wichian, AP岡野, APE Edward, PAP Oliverの他香港から７名、シンガポールから3名、東日本区からは我々の他に東京サンライズクラブ長津会長、同盟島田総主事の4名）が出席、ウランバートル郊外のMongolica Hotel & Resortにて行われ、香港部部長James Kongの司式にて認証状の授与、新クラブ会長の挨拶、新メンバーの紹介、スポンサークラブから万国旗、ギャベル、ベルの贈呈と、厳粛の内にも和やかな雰囲気で行われ、その後メンバーの家族も交えての夕食会へと移りました。新クラブは、会長も含め大半が30歳代の若いクラブです。

【新クラブ概要】

正式名称：Y Service Club of Ulaanbaatar

所属：Hong Kong District, South East Asia Region

メンバー数：20名（チャーターナイト当日は18名であったが、9月25日に新たに2名入会との連絡あり）

会長名：Mr. Javkhlantugs Ganbaatar(モンゴルYMCA理事長兼務)

【チャーターに至るまでの経緯】

YMCAアジア太平洋同盟(APAY)の総主事でTST Clubの会長でもある山田公平さんの日本におけるホームクラブである当クラブとTST Clubは2010年横浜国際大会にてIBCを締結。今回APAYのサポートのもと新たにモンゴルYMCAが設立されたのを機にTST Clubがスポンサークラブになり香港部が新クラブを立ち上げる事になりました。当クラブは、TST Clubから打診を受けIBCとしてどう協力して行くか模索していましたが、最終的にTST ClubとCo-sponsor（共同親クラブ）として名乗りを上げました。

【今後の計画】

新クラブはまだ生まれたばかりの赤ん坊で軌道に乗るまで様々な試練が予想されますが、親クラブとして今後１年、次の様な支援を検討しています。

1. 京都で2015年に開催されるアジア地域ユースコンボケーションにモンゴルのユースリーダー1〜2名を招聘

2. 新クラブ応援訪問ツアーの実施

3. 新クラブが落ち着く1年後を目処にTST Clubと共にトライアングルIBCの締結

最後になりましたが、ここに至るまで物心両面でご支援いただきました東日本区、あずさ部に心から御礼申し上げます。なお、当クラブ10月号ブリテンにも顛末記を掲載しましたので、併せでご覧いただければ幸いです。

東京武蔵野多摩クラブ会長　宮内友弥





部会シーズンたけなわ
8月の北海道部に続いて、9月には北東部と湘南・沖縄部の部会が開催されました。それぞれ、部の特徴が良く現れていた部会でした。今月は残りの4部の部会が行われます。それぞれ多くの方のご参加を願っています。
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【北海道部部会】

8月30日（土）
黒部ホテル（北見市）

講演：久保勝範氏
「北光社移民の概要」
参加者：31名
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【北東部部会】

9月13日（土）
ホテルニューイタヤ（宇都宮市）
リレーフォーライフ2014inとちぎ参加／味噌作り体験
参加者：88名
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【湘南・沖縄部部会】

9月27日（土）
鎌倉パークホテル
講演：峯尾部長
「日本人と人権」
参加者：82名


EMC事業通信(3)
会員増強事業主任　涌澤　博
【10月強調月間　EMC-E、YESの月にあたって】
東京ベイサイドクラブそしてウランバートルクラブのチャーターが行われたことを心からお喜び申しあげます。ワイズの活動を強める源は会員増強にあり、会員増強で最も大きな役割を占めているのがクラブの新設です。今後も多くの新しいクラブが誕生し、私たちの組織がより大きく、より強くなっていくことを願っています。
さて、EMC-E（E=Extension（クラブ拡張））には、時間や労力がかかるものです。スポンサークラブだけが大変な思いをしないように、東日本区内で新クラブ設立の動きを把握し、情報の共有を図りながら区全体で支援できる体制を築くことが重要だと考えています。支援策のひとつが今期から始めました、「YES献金を活用したエクステンション活動支援金制度」です。この制度はYES献金の一部を東日本区内に留め、区内のエクステンション活動支援金として、交通費や会場費等クラブ新設活動に関わる費用の支援を行うもので、今回の東京ベイサイドクラブおよびウランバートルクラブ設立の支援にもこの制度が活用されました。
現在東日本区内ではエクステンションの話が進んでいる所もあり、今後、YES献金の一層の充実が必要とされます。また、エクステンションへの取り組みが計画されていないクラブも、YES献金を行なっていただくことで、エクステンション活動にご協力いただけることにもなります。どうぞ個人献金も合わせよろしくご協力ください。

（YES献金を活用したエクステンション活動支援金制度については、東日本区ニュース8月号に詳しく記載されています。）

【インビテーションキャンペーンにご参加ください】
今年度も「インビテーションキャンペーン」を開催していますが、多くのクラブにご参加いただくことを期待しています。今年度は例会に招待し、参加された方の人数をポイントとし、表彰の対象と致します。例会に１人出席で、１ポイントとし、期間は2014年5月1日 ～ 2015年4月30日までです。

各クラブ会長宛にチラシと集計用紙を送付いたしました。「インビテーションキャンペーン」をご活用いただき、会員増強に繋げて行ってください。


ユース事業通信(4)
ユース事業主任　衣笠輝夫

【ユースボランティア・リーダーズフォーラム開催】
2014年ユースボランティア・リーダーズフォーラムが、実り豊かに、無事終了しましたことを感謝し、ご報告いたします。

日時：2014年9月19日（金）～21日（日）2泊3日

場所：東京YMCA山中湖センター

参加者：リーダー28名、カウンセラー5名、YMCAスタッフ4名、ワイズメン20名（部分参加含）

テーマ：「今、ボランティアリーダーに求められるもの」
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「ズンゴロ節」、「ね」、「がんがん」、「絶対もっと好きになる」、「ともだちおひさまやさしい心」などこのフォーラムで歌ったキャンプソングは、各地のYMCA、キャンプでもリーダー、メンバー共々大好きで、この歌で楽しく、ひとつとなれること、YMCAのキャンプソングは昔も今もYMCAの共通言語であることを改めて思わされました。食事の前に歌う「ごはんだごはんだ」。ここに厨房の方々への感謝の気持ちが表わされます。そして新しく「バナナの歌」を覚えたと思います。昔よく歌われたこの曲を、時代を超えて、現在のリーダーに引き継がれたことも喜びのひとつです。

テーマ「今、ボランティアリーダーに求められるもの」の基調講演は、リーダーOBの篠田秀樹さん（東京江東）からリーダー経験者の視点でやさしく語られ、その内容はフォーラムの始めから終わりまで各グループタイムを通し、一貫して共有できたと思います。各グループのカウンセラーも講演主旨を理解し、チームビルディングからリーダー達をよく導き、協働できていたと思います。「青春の日々にこそ、お前の創造主に心を留めよ（コヘレト：12:1新共同訳）」の言葉がありますが、YMCAのベテランリーダーになる前の経験0.5～2年の若きリーダー達だからこそ、このテーマは意義を持ちます。その若いリーダー達が話し合い、よく聴き、自ら考え、YMCAを理解し、リーダー像に思いを巡らすことができたテーマと内容でした。参加リーダーは各YMCAに戻って、今回のフォーラムで経験したこと、学んだことを現場で実践し、他の若きリーダーにも伝えていただきたいと願っています。
目に見えないところで、このフォーラムの具体的プログラム、2度の事前カウンセラー会を企画・準備いただいたYMCAスタッフの方々、山中湖センタースタッフの方々に感謝致します。オブザーバーとして参加された20名のワイズメンもキャンプファイヤーでリーダーと一緒に楽む等、良い交流がなされました。
各部、各クラブからのご支援で今年も豊かに開催できたことに改めて厚く感謝申しあげます。
【国際ユースコンボケーション報告会開催】

9月28日（日）、インド・チェンナイでの国際ユースコンボケーションに東日本区から参加した6名のユースによるワイズメンへの報告会が東京YMCA東陽町センターにて開催されました。

ユースコンボケーションで得られた気付き、学びについて聴くことができ、また、これからのユース活動についてのディスカッションも行いました。

ぜひ皆さんのクラブ例会等にもユースコンボケーション参加者を招待し、ユースと語るひとときをお持ちください。

地域奉仕事業主任から
地域奉仕事業主任　山本剛史郎
【電気使用量チェックの報告】
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今年の地域奉仕事業活動の一つの大きな柱として「環境問題への取り組み」というものを出させていただきました。先日もワイズドットコムにおいて「地球温暖化防止キャンペーン」について投稿があり、この電気使用量チェックが一つのきっかけになればと励ましのことばが添えられておりました。この場をかりてお礼を申し上げます。この地球温暖化防止というのは、人種・宗教・国籍・職業・主義などの違いを超えて世界中の人々の関心事であり、限りある資源やエネルギーを使いきらないようにする持続可能な社会を作り出すことに反対する人はいないと思います。もちろん、その方法や手段については意見が分かれるとは思いますが、地球温暖化を防ぎ、持続可能な社会を作り出すことそのものは誰でも認めるところでしょう。いろいろな場で繰り返し申し上げていますが、今回の電気使用量チェックの取り組みは環境問題を考える上でのきっかけに過ぎません。ですから電気使用量が前年度同月比で増えていても、それは大きな問題ではありません。そこからどう考えるかが問題となります。今回の取り組みは賛否両論あり、必ずしも電気使用量チェックにご協力いただけない方もおられました。しかし、「電気ご使用量のお知らせ」なんてものが毎月、自宅に送られていることを初めて知ったという方とか、この取り組みについて私が考えていなかったことまで真剣に考えてくださる方などがおられたことを考えると、それだけでも十分に意義があったと思います。さて、その電気使用量チェックの報告が10月15日に迫ってまいりました。一人でも多くの方がこの取り組みにご参加いただけたら幸いです。各クラブ会長の皆様、各部地域奉仕事業主査の皆様、一人でも多くの参加者が増えるように声をかけあっていただけますようにお願いいたします。

【第18回日本YMCA大会の続報】
先月の東日本区ニュースでお知らせいたしましたとおり、年11月22日（土）～24日（月・振替休日）、国際青少年センター東山荘（静岡県御殿場市）において、第18回日本YMCA大会が行われます。大会の第二報（パンフレット）が発行されています。詳しくは以下の日本YMCA同盟のホームページをご覧下さい。Facebookの「日本YMCA大会」コミュニティーでも情報を入手できます。

http://www.ymcajapan.org/topics/cat-contribution/18-1.html
個人的なことになりますが、私自身もワイズメンズクラブのメンバーになるきっかけは埼玉YMCAのフィリピン・ワーク・キャンプでしたが、ワイズを知るきっけとしてYMCAを通してという方は決して少なくないと思います。また、ワイズメンズクラブの活動においてYMCA理解は必須です。そして、この日本YMCA大会のパンフレットには「YMCAにかかわるすべての方が対象です!!」と参加対象者が書かれています。そこにワイズメンズクラブのメンバーが含まれることは言うまでもありません。仕事や他のワイズのプログラムがあり、参加できない方々も多くいらっしゃると思いますが、ぜひとも関心を持っていただきたいと思います。


東日本大震災支援対策本部から
東日本大震災支援対策本部長／理事　田中博之
各クラブで継続して被災者支援、復興支援に取り組まれていることに敬意を表します。
今回は9月18日（木）に宮城県山元町の特別養護老人ホームおよび保育所を訪問された横浜つづきクラブの活動をご紹介いたします。 

「再び山元町を訪ねて」
横浜つづき 今城高之

東日本大震災の年、他のY’s仲間と同じように、我々のクラブでも、被災地に対する支援活動を始めようということになりました。現地の事情も十分分からないことから、仙台YMCAに斡旋をお願いして、その年の秋より被災した宮城県亘理郡山元町にある特別養護老人ホーム「みやま荘」の訪問が始まりました。

訪問するのは、初夏と秋の年2回を目安としており、毎月開かれている、施設の「お誕生会」に参加して、ゲームや歌を楽しんでもらっています。また、一昨年より、同じ町内にある「山元町立南保育所」も訪問するようになり、保育所のお誕生会に花（?）を添えています。

さて、今回の訪問は、去る9月18日（木）に実施されました。

午前7時36分東京発、はやぶさ3号の車上の人となったのは、林ワイズ夫妻、辻剛ワイズ、今城高之ワイズの4名。9時10分仙台着、直ちにレンタカーを駆って10時30分からの「みやま荘」お誕生会に向かいます。

到着すると、既に４０名強の入居者、デイサービス参加者が3名のお誕生日を迎える方々を囲んで広間に集合。後が心配になるほどお上手な職員さんの歌に、全員が手拍子で合わせ、既に盛り上がっています。今月お誕生日を迎えられるのは、９4歳を最高齢に3人の女性入居者の方々です。ここでは、清水弘一ワイズ（仙台青葉城クラブ）と仙台YMCAの村井総主事他１名の方が参加してくださいました。この場を借りてお礼申し上げます。

それから約１時間、手作りのバースデーカードを3名の方に贈呈したのを皮切りに我々の出番です。手遊び、歌、手品、写真撮影（全体、個別）等を行いました。手遊びにしろ、歌にしろ、積極的に参加できる方もいれば、見ているだけの方もおられ、本当に喜んでいただいているのか、つかみかねますが、職員の方々のお話を伺うと、我々の訪問後は、毎回、皆さんが以前より明るくなり、積極的にプログラムにも参加するようになる、とのこと。お役にたっていることが実感されます。

誕生日カードに触れておきますと、以前は、訪問時に誕生日を迎える方だけに差し上げていましたが、我々の訪問が毎年同じ月になることから、決まった人たちだけがカードを受け取ることとなるため、施設にお願いして誕生日の分かる名簿を頂き、毎月のお誕生日会に間に合うよう、手作りカードをお送りしています。
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昼食をはさんで、午後3時より「山元町立南保育所」を訪問しました。このところ、我々の山元町訪問に同行して下さる、力強い助っ人、リトミックの専門家石丸由理ワイズ（東京武蔵野多摩クラブ）も、お弟子さん共々合流してくださいました。たまたま、同じ町内の別のイベントに参加しておられたとのことでした。

保育所では、子供たちが前回の石丸さんを覚えていたようで、彼女の顔が見えた瞬間から40名強の子供たちの顔に嬉しさの波が広がっていくのが分かります。6人のお誕生日を迎える子供たちにカードを贈呈。（こちらへも毎月のお誕生会にカードを送っています）

いよいよ「石丸マジック」の始まり～。これより約１時間、保育所の大広間は、子供たちの嬌声と熱気に包まれました。何処からこんなエネルギーが出てくるのか、本当に不思議です。子供たちも、職員さんも、お迎えのお母さんも、我々も、くたくたになってプログラム終了。次回を約束して山元町を離れました。最後は、仙台駅にほど近い、知る人ぞ知る、牛タンの名店（清水ワイズご紹介）で喉を潤しプログラム終了。石丸さん、ありがとうございました。皆さん、お疲れ様でした。
（各クラブ、部での支援活動の予定、実施報告をお寄せください。このコーナーでご紹介させていただきます。）


BF代表の応募、まだ間に合います！
BF代表（フルグラント：今回は来年夏から秋の韓国訪問およびオーストラリア訪問）の募集については、東日本区ニュース第3号でお知らせいたしましたが、応募の締め切りは11月1日です。ご応募をお待ちしています。BF代表として海外に出かけることは、ワイズメン運動の国際性、多様性を理解するまたとない機会です。詳細は、利根川国際・交流事業主任にお問い合わせください。


京都アジア地域大会のマーシャル募集中

2015年7月31日(金)から8月2日（日）まで京都で開催される第26回アジア地域大会のマーシャルを東・西日本区の皆さまを対象に募集しています。マーシャルは大会の顔として参加者の案内・支援、大会の進行等を担います。特に若い方々、未経験の方々を歓迎いたします。案内チラシをクラブ会長にお送りいたしましたので、どうぞ積極的にご応募ください。


メネットだより
ワイズメネット委員長　加藤真子

今年度の「国内・国際プロジェクトへの献金のお願い」と「メネットのつどい」のご案内を理事通信と一緒に、各クラブ会長、メネット会長あてお送りいたしました。

どうぞメネットの活動をご理解いただき、ご支援・ご協力をお願いいたします。（献金締め切り：12月31日までにお願いいたします）

· 「メネットのつどい」は、2012年に引き続き、～第2回被災地を訪ねて～と題して、11/29（土）、『一人も犠牲者を出さなかった島・桂島』へご案内させていただくことになりました。
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復興の現状を知っていただき、また防災意識を高めていただく機会となることと思います。寒い時期にはなりますが、牡蠣の一番おいしい時期でもあります。朝採れた海苔を加工する工場見学や、牡蠣むき（希望者）、そして焼き牡蠣体験等のプログラムを予定していますが、特に、どうして一人も犠牲者を出さなかったかということを「まなびのたね」の主宰者の講演や、島の人の話から直に感じ取っていただき、防災に対する考えを新たにしていただくことが出来ればと思います。

会費：3,000円。仙台駅：10時45分集合、16時30分解散の予定です。

メネットだけではなく、メンのご参加も大歓迎です。ぜひご参加下さい。

· メネット献金の中にあります、ID（国際メネット事業ディレクター）支援へのお願いについてですが、第１回メネット委員会において、「ID支援金の使われ方についての現状を確認しましょう」、ということになり、国際書記長の西村さん御夫妻を介して、現IDのキャロルさんと連絡をとりました。

その回答で、国際本部では１人2スイスフランを会費として献金して欲しいという考えであったことや、その他の諸問題もありましたが、今後、使い道の報告をいただくということ、IDの経費の負担方法について検討していただくことをお願いして、継続支援させていただくこととしました。皆様今後ともご支援よろしくお願いいたします。



国際TOFプロジェクトが決まりました。

8月にインド・チェンナイにて開催された国際議会において、2014-2015年度、以下の6つのプロジェクトに対して新たにTOF基金から支援を行うことが決定されました。私たちの献金がどんなところで役立つのか、どうぞご確認ください。なお、他に昨年度以前からの継続プロジェク、1４ヵ国29プロジェクトが進行中です。
1973年のTOFの開始以来、累計献金額は約600万ドルに達しており、世界中のYMCA、地域社会で役立っています。引き続きのご協力をどうぞよろしくお願いいたします。
1 アフリカ・ザンビア・ルサカ「.YMCA HIV感染予防と経済的リテラシー事業」

ルサカYMCAと非営利団体・ゴールド・ピア教育推進協会とが協働し、社会的、経済的に低い地位にいるユースの性的暴力、問題行動、HIV感染や十代の妊娠、高いレベルの貧困や失業率に対応するためのピア教育モデルをさらに推進する。

2 ヨーロッパ・コソボ共和国・ジャコヴァ「チャリティ・ショップ」
コソボYMCAが、イギリス、デンマーク、フィンランドのYMCAとの協働で行っているチャリティ・ショップ事業をジャコヴァに拡大する。ジャコヴァでは、質の高い古着を販売して収益をあげ、ユース、地域、NGO発展のための事業の実施に活かす。
3 香港・九竜「アジア太平洋YMCA同盟グローバル・シティズンシップ教育」

2008年からアジア太平洋YMCA同盟が実施しているグローバル・シティズンシップ教育を、ユースのチェンジ・エージェントを活用し、若い人々が、社会的な不公正、富の平等な分配、アジア太平洋地域の多様な宗教、特にアジアの国々の自然の多様性などについて知識と理解を深め、グローバル・シティズンとなるよう講座などを実施する。
4 インド・ケララ州・カンヌール部・ヴァヤッタパランバ「社会的、経済的に周縁化された人々のための能力開発と生活改善」
チェンガヌール・ワイズメンズクラブが活動するヴァヤッタパランバの、経済的に困窮した農民や女性、若者に、洋裁、刺繍、コンピューター、輸出可能な付加価値のある作物を作る技術などの訓練などを行い、能力の開発をする。またヴィレッジ・ヘルス・ワーカーを養成し、村で健康増進啓発プログラムを実施して生活を改善する。
5 ブラジル・サンパウロ州・アラソイアバ・ダ・セラ郡「より人間らしい生活を」

アラソイアバ・ダ・セラ・ワイズメンズクラブとサンパウロ・ワイズメンズクラブが支援する「高齢者のための愛の家」は、独自に施設の拡大、事業の充実を行ってきたが、最近ではワイズがコンピューター・ルーム、サッカーコートを建設した。今後、TOF事業補助を受け、建設予定の運動場、屋外の体操場、おもちゃ図書館の必要備品を精査し、購入する。





6 インド・ケララ州・アレッピー部・チェンガヌール「自営、在宅介護、刺繍、洋裁、緩和ケアを通した女性のエンパワーメント」

貧困ラインよりもさらに低いレベルにいる女性が職業につき、生計を立てることができるように、在宅介護、刺繍・洋裁、緩和ケアの訓練を行う。緩和ケアのトレーニングでは、癌、麻痺、アルツハイマー病、腎臓疾患などで瀕死の状態であったり、慢性的な痛みに苦しむ人々を介護できるようにする。

（翻訳：国際・交流事業主任　利根川恵子）


2014-2015年度・第2回東日本区役員会が開催されます。 
11月8日（土）10時30分から17時の予定で、東京・四谷の日本YMCA同盟会議室にて、第2回東日本区役員会を開催いたします。昨年度の決算、今年度の修正予算、次年度の区役員等について審議する他、PDCA(Plan-Do-Check-Action)の考え方に基づき、年度がスタートして4か月が経過した時点での各部、各事業の計画の進行状況と今後の取り組みについて共有、アドバイスし合います。

オブザーブ参加を歓迎いたします。会場準備の都合上、参加ご希望の方は事前に東日本区事務所にご連絡ください。


10月、11月の予定

10月4日（土）
関東東部部会（深川江戸資料館）
10月11日（土）
東新部部会（銀座ライオン）
10月15日（水）
電気使用量報告締め切り
10月18日（土）
あずさ部部会（山中湖センター）

10月19日（日）
富士山部部会（東山荘）

10月25日（土）
東京八王子クラブ20周年記念例会（立川グランドホテル）

10月31日（金）
広島市豪雨災害緊急支援募金締め切り

11月1日（土）
次期部長・次期事業主任研修会（四谷）
11月1日（土）
BFフルグラント応募締め切り
11月8日（土）
第2回東日本区役員会（四谷）

11月10日（月）
ワイズデー

11月22（土）〜24（日）
第18回日本YMCA大会（東山荘）

11月22（土）〜23（日）
被災地小学生サッカー交流＆ユースリーダーズアクト（仙台）

11月29日（土）
東日本区メネットのつどい（宮城県桂島）


東日本区事務所から
· 国際会長の選挙など国際レベルの案件に対する投票権をクラブが持つためには、今半期および直前2半期において最小限15名の会員が必要です。ただし、5~14名の会員数を有しているクラブで改善への意欲があるクラブは、区理事を通じて国際本部に申請をすることにより、投票の権利を得ることができます。該当するクラブには、申請書をお送りしていますので、必要事項を記入して東日本区事務所へ返送してください。

· 東日本区事務所では、各部の部報、各クラブのブリテン等の印刷を請け負います。東日本区の収入を増やし、収支を改善するためにもぜひご利用ください。



どうぞよろしく　―新入会員のご紹介―
7月に入会された方（追加）および9月に入会された方々（東京べイサイドクラブのチャーターメンバーを含む）の顔写真および本人または紹介者からの「ひとこと」が届きました。
飯野毅与志さん（東京山手）
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YMCAとの出会いは中学１年のときに東京YMCA美土代町の体育館のプールに通ったのが始まりです。その後ボランティアリーダーとして山手センターでキャンプやシャボン玉グループ、武蔵野YMCAでは青空グループを手伝いました。2006年に東京むかでクラブに入会。野尻湖センターでの入会式が感動的でした。東京セントラルクラブを経て、7月に転入会しました。趣味は風景写真展巡り。ワイズのユース活動、特にYVLFに関心があります。
渋谷弘祐さん（所沢）
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大阪土佐堀クラブ広義会員でしたが昨年から、日本基督教団毛呂教会 主任教師として奉職されており、所沢クラブに入会していただきました。視力が弱いので、伝道師の奥様と共に例会に参加していただきます。9月13日入会。
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工藤大丈さん（東京ベイサイド：会長）
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栄えある初代会長を拝命いたしました。緊張でいっぱいですが、できることからコツコツと肩肘張らずに進めます！ご支援をお願いします。
黒澤信さん（東京ベイサイド：副会長）
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新しいベイエリアの街をつなぐ橋のように、ヒトとヒトとの架け橋となるクラブになるよう、微力ながら頑張っていきます。
佐竹誠さん（東京ベイサイド：第一書記）
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ベイサイドクラブのムードメーカーとして職務を全うします。
良き仲間と楽しみながら活動して人が集まるクラブを目指します!
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中村吉基さん（東京ベイサイド：会計）
新しい街にできたクラブとして、神と人とに、また地域とYMCAを支えていければと思います。
堀江和弘さん（東京ベイサイド：担当主事）
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新しい街に新しいコミュニティーを創り上げたいと思っています。
人情味にあふれ笑いの絶えないクラブ運営を目指します!!

中道幸子さん（東京ベイサイド：第二書記）

多彩なメンバーの方々と、子どもたちのため、地域のために活動できればと思っています。
宜しくお願いいたします。

小林隆宏さん（東京ベイサイド）
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仕事上なかなか参加の機会が少ないと思いますが、ベイサイド地区の健全化、活性化にお役に立てればと思います。
（シンガポール在住）
ポール　ルゾンカさん（東京ベイサイド）
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色々な人に手を差し伸べるなかで体験や経験をみんなで共有していきましょう。

私の願いはこのクラブが私の活動のメインになる事です。
岡田光功さん（東京ベイサイド）
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様々な活動や情報発信を通じて、私達のふるさとであるベイサイドエリアを活気あるものにしたいです。 
西村公男さん（東京ベイサイド）
ワイズメンの一員として、地域に貢献し、楽しんで活動に参加したいと思います。
田中無二さん（東京ベイサイド）

他のメンバーと力を合わせ、
地域とY’sを盛り上げていければと思います。よろしくお願いします。
古川昭博さん（東京ベイサイド）

少しでも、何かのお力になれればと思っております。「力」はあまりありません。
鈴木伸明さん（東京ベイサイド）

メンバー皆の“和”を大切にし、沢山の皆さんに喜んで頂けるクラブになるように力を尽くしていきたいです。
高松公武さん（東京ベイサイド）
伝統ある組織の一員になれたことを光栄に思います。
自分の出来る範囲でクラブのメンバーと一緒に地域奉仕活動に貢献して行きます。
ラジャ　マレーラさん（東京ベイサイド）
高級レストランのコンサルティング、マネジメント業やVIP用にインド料理を作っています。仕事の視点を活動に活かしていきます。
林　智誠さん（東京ベイサイド）
仕事上なかなか思うように活動できませんが、できる範囲で楽しく活動に参加したいと思っております。
東日本区ニュース


（理事通信）
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東日本区理事メッセージ                主題：　「誇りと喜びを持って」








先月は東京ベイサイドクラブのチャーターナイトという大変嬉しいイベントがありました。皆で共に喜び、新クラブの成長を応援しましょう。若いクラブ、若いメンバーのパワーが区内に広がることにも期待しています。


また、モンゴル・ウランバートルクラブのチャーターに東京武蔵野クラブが協力されましたが、これまでの枠組みにとらわれない新しいことへのチャレンジに敬意を表します。


折しも今月はEMC-Eの強調月間です。各部、各クラブでエクステンションについての話し合いを持ち、積極的に取り組んで行っていただきたいと思います。具体的な取り組みにすぐには繋がらないかも知れませんが、夢を語り合うことによって、部、クラブの活動がより活き活きとしたものとなると信じます。


ワイズの秋です。実り豊かなものとなりますように。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（理事　田中博之）











ＤＣＡ　ワイズの季節








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（理事：田中博之)
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